
第
六
章
事
務
機
械
。
教
材
・
文
具
・
洋
品
の
商
況

一
事
務
機
械
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昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
商
品
の
流
通
機
構
の
変
化
に
伴
い
、
事
務
機
械
も
製
品
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
利
用
者
へ
直
接
販
売
さ
れ
る

傾
向
に
な
り
、
小
売
店
の
活
動
範
囲
は
次
第
に
狭
め
ら
れ
、
嘗
て
メ
ー
カ
ー
と
の
契
約
に
よ
り
力
強
い
販
売
権
を
有
し
た
代
理
店
制
度

が
徐
左
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
当
社
に
於
て
も
戦
前
か
ら
の
日
本
総
代
理
店
で
あ
っ
た
モ
ン
ロ
ー
社
と
は
昭
和
四
十
四
年
七
月
三
十

一
日
に
、
同
じ
く
ロ
ー
ヤ
ル
社
と
は
翌
四
十
五
年
十
一
月
三
十
日
に
、
日
本
総
代
理
店
契
約
を
解
消
し
た
。

一
方
に
お
い
て
、
安
価
で
優
秀
な
国
産
事
務
機
械
の
出
現
に
よ
っ
て
、
輸
入
事
務
機
械
販
売
の
当
社
は
手
痛
い
打
撃
を
受
け
た
。
そ

の
一
例
と
し
て
は
、
卓
上
電
子
計
算
機
（
電
卓
）
の
出
現
に
よ
っ
て
、
モ
ン
ロ
ー
電
動
計
算
機
の
売
上
げ
が
激
減
し
た
。

こ
の
よ
う
な
内
外
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
当
社
で
も
販
売
主
力
商
品
と
し
て
電
子
計
算
機
を
積
極
的
に
取
扱
う
こ
と
を
決
め
、

旨
の
、
ｌ
閏
電
子
計
算
機
の
他
に
富
士
通
の
恩
８
日
Ｉ
ｇ
の
販
売
を
開
始
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
販
売
担
当
社
員
の
講
習
会
受
講
、

再
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
等
人
事
管
理
面
に
於
て
も
種
食
の
工
夫
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
時
期
、
こ
の
ほ
か
に
当
社
が
取
扱
っ
た
事
務
機
械
は
、
ロ
イ
マ
ッ
ク
画
臼
、
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
・
会
計
機
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
ゲ
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
輪
転
謄
写
機
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
で
あ
っ
た
。



タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
一
○
○
型
、
コ
ス
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
（
抽
錐
賞
品
豪
州
製
羊
皮
敷
皮
）
以
上
お
買
上
げ
一
台
ご
と
に
壁
掛
け

売
に
切
換
え
た
。

温
度
計
を
進
呈

右
の
よ
う
に
、
事
務
機
械
業
界
の
前
途
の
け
わ
し
さ
の
中
で
、
創
業
百
年
を
記
念
し
て
次
の
よ
う
な
セ
ー
ル
を
行
っ
た
。

創
業
一
○
○
年
記
念
事
務
機
械
セ
ー
ル

（
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
）

モ
ン
ロ
ー
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
計
算
機
、
ロ
ー
ヤ
ル
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
六
六
○
型
（
抽
簸
賞
品
豪
華
応
接
三
点
セ
ッ
ト
）

ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
四
四
○
型
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
Ｃ
型
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
Ｓ
三
○
○
型
（
抽
銭
賞
品
ゴ
ル
フ
ク

こ
れ
ら
の
中
、
電
子
計
算
機
、
ロ
イ
マ
ッ
ク
の
売
上
げ
が
伸
び
た
一
方
、
会
計
機
、
計
算
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
売
り
上
げ
は
減

少
し
た
。
そ
こ
で
自
社
製
品
の
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
販
売
に
力
を
入
れ
、
本
支
店
合
せ
て
五
、
○
○
○
’
六
、
○
○
○
台
を
販
売
、

一
方
輸
出
も
伸
び
て
昭
和
四
十
四
年
に
は
、
国
内
外
合
せ
て
八
、
○
○
○
台
余
を
販
売
し
た
。
し
か
し
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
も
、
そ

の
後
国
内
の
需
要
は
減
少
す
る
傾
向
で
、
ま
た
安
価
な
他
社
製
品
も
豊
富
に
出
廻
っ
て
来
た
た
め
、
デ
パ
ー
ト
、
小
売
店
へ
の
卸
売
販

ラ
ブ
セ
ッ
ト
）

ヤ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
進
呈

（
昭
和
四
十
四
年
一
月
十
四
日
ま
で
）

ロ
ー
ャ
ル
タ
ィ
プ
ラ
ィ
タ
ー
ニ
○
○
型
、
ロ
ー
ャ
ル
サ
フ
ァ
リ
ー
（
抽
裁
商
品
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
券
）
以
上
お
買
上
げ
一
台
毎
に
シ

１６４７



鴬

事
務
用
品
で
は
、
イ
ン
キ
、
サ
イ
ン
ペ
ン
（
日
暮
里
工
場
製
造
）
、
ス
テ
ー
プ
ラ
ー
、
テ
ー
プ
ヵ
ッ
タ
ー
、
番
号
器
（
丸
善
精
機
工

業
製
造
）
、
ス
チ
ー
ル
製
書
架
、
書
棚
、
机
、
椅
子
、
カ
ー
ド
箱
（
佐
藤
金
庫
鋼
鉄
工
業
所
・
第
一
鋼
鉄
工
業
所
製
造
）
と
い
っ
た
自

社
製
事
務
用
品
は
そ
れ
ぞ
れ
着
実
に
売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
筆
記
用
具
と
し
て
の
万
年
筆
は
、
高
級
品
化
す
る
傾
向
を
み
せ
、
当

社
に
お
い
て
も
舶
来
万
年
筆
の
売
行
き
は
好
調
で
、
一
万
円
前
後
の
も
の
が
よ
く
売
れ
て
い
る
が
、
漸
次
装
飾
的
趣
好
を
強
く
し
た
も

の
も
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
に
は
四
十
万
円
を
超
す
も
の
も
出
て
き
た
。
ま
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も
高
級
化

す
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
セ
ッ
ト
が
入
学
祝
等
の
贈
答
品
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
日
暮
里
工
場
で
は
ア
テ
ナ

蕊
二
文
具
。
事
務
用
品
・
教
材

ｬＥ謂刃

蝿

万
年
筆
の
製
造
を
中
止
し
た
。

こ
の
他
、
既
述
し
た
学
校
用
教
材
の
開
発
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
「
マ
ル
ゼ
ン
○
国
勺
ｌ
ぢ
ど
と
顕
微
鏡
投
影
装
置

「
マ
ル
ゼ
ン
巨
用
１
画
臼
」
は
順
調
な
売
行
を
示
し
た
。
語
学
用
カ

セ
ッ
ト
の
売
行
も
好
調
で
、
英
・
米
・
独
。
仏
・
露
語
の
も
の
を
始
め

九
十
余
カ
国
に
及
ぶ
カ
セ
ッ
ト
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
。

昭
和
四
十
四
年
秋
、
当
社
は
「
マ
ル
ゼ
ン
立
体
月
球
儀
ジ
ュ
ー
ー
ァ
」

を
売
り
出
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
年
七
月
一
一
十
一
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ァ

蕊

ＯＨＰ-101
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ポ
ロ
十
一
号
に
よ
る
人
類
初
の
月
面
着
陸
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
資
料
や
ｚ
Ｐ
ｍ
缶
の
資
料
に
基
づ
き
、
京
都
大
学
花
山
天
文
台
長

宮
本
正
太
郎
博
士
の
監
修
に
よ
り
新
し
く
製
作
し
た
も
の
で
、
月
の
約
千
七
百
万
分
の
一
の
縮
尺
、
直
径
一
一
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
成

型
模
型
に
可
能
な
限
り
の
山
。
山
脈
。
海
。
入
江
。
岬
。
湖
。
大
洋
な
ど
月
の
表
。
喪
全
面
の
地
形
が
立
体
的
に
、
地
名
入
り
で
示
さ

れ
、
そ
の
中
に
は
ア
ポ
ロ
十
一
号
が
降
り
た
く
静
か
な
海
〉
や
、
十
二
号
の
降
り
た
く
あ
ら
し
の
大
洋
〉
の
名
が
入
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
学
校
教
材
と
し
て
も
、
学
習
を
か
ね
た
家
庭
の
飾
り
物
と
し
て
も
好
適
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
社
は
、
す
で
に
、
昭
和
四
十
一
年

月
の
半
面
が
判
っ
た
頃
、
半
面
無
地
の
月
球
儀
を
売
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
順
次
改
良
を
加
え
つ
つ
こ
の
と
き
に
至
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後
も
更
に
小
型
で
よ
り
精
密
な
月
球
儀
を
売
り
出
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
以
後
一
年
半
の
間
に
、
爆
発
的
な
売
行
き
を
示

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
万
国
博
覧
会
な
ど
に
よ
る
各
国
人
往
来
の
増
加
は
、
日
本
の
社
会
風
俗
の
上
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
記
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
国
内
に
お
け
る
経
済
膨
張
と
い
う
傘
の
下
で
、
と
に
か
く
国
民
生
活
の
向
上

と
洋
風
化
は
極
め
て
著
し
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
当
社
取
扱
の
洋
品
の
上
に
も
及
ん
で
き
た
。

し
た
。

三
洋
品
。
雑
貨

1649

洋
書
仕
入
部
で
輸
入
を
担
当
し
て
い
る
分
子
椛
造
模
型
も
、
中
学
・
高
等
学
校
の
理
科
教
育
の
教
材
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
、
従

来
か
ら
輸
入
。
販
売
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
。
ホ
ー
ル
社
の
吋
旨
旨
分
子
構
造
の
ほ
か
、
日
の
本
合
成
樹
脂
製
作
所

製
国
の
の
分
子
構
造
模
型
の
販
売
総
代
理
店
の
契
約
を
結
び
、
一
手
に
取
扱
う
｝
）
と
に
な
っ
た
。



昭
和
四
十
一
年
’
四
十
五
年
中
元
。
歳
暮
贈
答
品

値
段
で
は
七
○
○
円
’
三
、
○
○
○
円
程
度
の
品
物
が
よ
く
売
れ
、
昭
和
四
十
五
年
頃
に
な
る
と
一
、
○
○
○
円
’
五
、
○
○
○
円

程
度
に
な
っ
た
。
一
般
に
好
況
の
一
つ
の
表
徴
で
あ
ろ
う
。
品
物
と
し
て
は
、
毛
布
、
靴
下
、
肌
着
は
相
変
ら
ず
根
強
い
売
行
き
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
に
、
洋
酒
、
洋
服
生
地
と
い
っ
た
高
級
品
が
増
え
て
き
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
目
立
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
無
地
の

ウ
ー
ル
マ
フ
ラ
ー
が
進
物
品
と
し
て
よ
く
売
れ
た
。

間
（
昭
和
四
十
四
、
五
年
頃
）
一

全
に
影
を
消
し
、
白
の
・
ハ
ナ
馬

キ
の
愛
用
者
も
非
常
に
減
っ
た
。

そ
の
他
の
洋
品
で
は
ゴ
ル
フ
用
品
が
ゴ
ル
フ
熱
の
上
昇
に
伴
な
っ
て
、
売
行
き
順
調
で
、
ま
た
婦
人
用
品
は
依
然
と
し
て
質
実
な
落

ち
つ
い
た
も
の
を
店
頭
に
陳
列
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。
婦
人
用
品
の
客
足
は
年
々
増
し
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、
男
子
用
の
帽
子
で
あ
る
が
、
ベ
レ
ー
帽
の
売
れ
行
き
が
増
加
す
る
反
面
、
ソ
フ
ト
の
需
要
は
年
々
減
少
し
、
わ
ず
か
の
期

（
昭
和
四
十
四
、
五
年
頃
）
で
は
あ
っ
た
が
、
売
場
か
ら
影
を
消
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
夏
帽
子
で
は
い
わ
ゆ
る
カ
ン
カ
ン
帽
が
完

に
影
を
消
し
、
白
の
パ
ナ
マ
帽
子
の
ほ
か
、
茶
や
藍
色
な
ど
の
カ
ラ
ー
パ
ナ
マ
が
店
頭
に
並
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
ス
テ
ッ

四
万
国
博
覧
会

1650

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
大
阪
市
郊
外
千
里
丘
陵
で
日
本
万
国
博
覧
会
が
催
さ
れ
た
。
万
国
博
は
各
国
の
産
業
技
術
の
粋
を
展
示
す
る

催
し
で
あ
る
。
「
丸
善
社
史
」
の
編
者
徳
川
武
定
の
父
昭
武
が
、
。
ハ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
万
国
博
覧
会
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
座
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万国博覧会売店

で
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
催
さ
れ
た
。
明
治
前
期
に
お
け
る
共
進
会
や

あ
ら
た

博
覧
会
の
日
本
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
な
こ
と
を
更
め
て
指
摘
し
た
の
は
、

土
屋
喬
雄
博
士
で
あ
る
。

当
社
で
は
、
万
国
博
覧
会
の
意
義
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
号
の

「
学
鐙
」
に
春
山
行
夫
の
「
万
国
博
の
歴
史
」
を
掲
載
し
た
。
ま
た
本
店
の
洋

書
売
場
・
和
書
売
場
で
は
関
係
書
を
陳
列
し
た
。

当
社
は
、
大
阪
の
万
国
博
覧
会
会
場
で
は
、
英
国
館
（
犀
言
豊
思
ぐ
崖
○
巳

に
売
店
を
、
金
曜
広
場
に
陣
旨
農
国
○
○
戸
留
呂
を
開
設
し
、
そ
の
経
営
に

当
る
こ
と
を
委
嘱
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
一
一
つ
の
売
場
の
設
置
・
運
営
を
大
阪
支

店
に
委
ね
た
。
大
阪
支
店
で
は
、
右
の
英
国
館
売
店
を
英
国
館
の
参
観
者
出
入

口
と
向
い
あ
っ
た
所
に
設
置
、
英
国
特
産
の
キ
ャ
ン
デ
ー
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
洋
品
雑
貨
類
を
陳
列
販
売
し
た
。
こ
の
売
店
は
連
日
非
常
に
賑

わ
っ
た
が
、
わ
け
て
も
開
会
当
日
は
む
し
ろ
凄
ま
じ
か
っ
た
と
い
う
。
ウ
ィ
ス

応
一
一
一
年
一
月
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
五
年
か
ら
丁
度
百
一
一
一
年
前
で
あ
る
。
そ
の
一
行
に
は
、
日
本
資
本
主
義
育
て
の
親
渋
沢
栄
一
や
、

印
刷
機
の
輸
入
者
清
水
卯
一
一
一
郎
な
ど
が
随
行
し
て
い
た
。
そ
し
て
日
本
に
博
覧
会
と
い
う
催
し
を
輸
入
し
、
そ
の
時
の
見
聞
な
ど
か
ら
、

明
治
初
年
に
は
京
都
や
伊
勢
山
田
で
博
覧
会
と
名
付
け
た
小
さ
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
十
年
に
は
、
東
京
上
野
不
忍
池
畔
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キ
ー
な
ど
は
予
定
し
た
量
が
開
店
と
同
時
に
売
れ
切
れ
て
了
っ
た
（
三
月
十
五
日
大
阪
版
「
読
売
新
聞
」
）
。
大
阪
支
店
店
頭
の
平
常
一

カ
月
分
の
売
上
が
こ
の
売
店
の
一
日
分
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
。

金
曜
広
場
に
は
、
各
国
の
売
店
が
設
け
ら
れ
特
産
品
を
販
売
し
た
が
、
英
国
売
店
で
は
特
産
品
と
し
て
厚
氏
農
園
○
○
丙
ｇ
ｏ
己
を

開
い
た
。
取
扱
っ
た
洋
書
は
、
大
衆
的
な
一
般
雑
誌
（
服
飾
。
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
）
、
双
書
（
弔
目
唱
冒
』
○
○
時
四
》
句
○
口
冒
冒
）
、
絵
本
、

地
図
帳
（
弔
巨
唇
の
》
㈲
Ｏ
ｏ
庸
庁
缶
匡
儲
）
、
辞
書
（
団
．
○
・
口
．
》
○
・
○
・
口
．
）
、
豆
本
（
の
冨
冨
の
己
の
胃
①
作
品
集
）
な
ど
で
あ
る
。

な
お
国
ｇ
呂
弔
豊
匡
目
に
展
示
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
書
籍
の
う
ち
、
新
刊
害
の
注
文
は
当
社
に
一
括
し
て
移
管
さ
れ
た
た

め
、
出
版
社
か
ら
の
取
寄
せ
、
納
入
の
仕
事
も
担
当
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
一
切
の
業
務
は
、
大
阪
支
店
長
以
下
全
支
店
員
の
昼
夜
を
分
た
ぬ
奮
闘
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。




